
 美加さんは都路町の岩井沢地区で生まれ育ち、現在は27歳。都路を出たこと

は一度もないそうです。  

 テレビを見ていたときに地震が起き、あのときはびっくりしたと語ります。

震災後は三春町の親戚の家や、須賀川市に避難していました。そんなときに地

元都路のために働ける場所があることを知り、2012年5月から都路町商工会

に勤めるようになりました。商工会が運営するコミュニティの再生を目的の一

つとした「結」で働き、現在は2014年4月にできた都路町商業施設Domoに

移り働いています。「誰かが守っていかないと町がなくなってしまう。自分が

生まれた場所でもある都路の役に立てる仕事がしたい。自分がやらないでどう

するんだと思いました」と、美加さんは語ってくれました。 

 「原発がなかったら幸せだったのかなと思う反面、福島・都路に生まれて良

かったと思っています。結の仕事をするようになってから地域の人と関わるこ

とも増え、絆が深まったような気がします。簡単に帰ってきてとは言えないけ

れど、いつでも帰ってこられるような場所を作って待っていたいです」 

 都路出身の若い自分が地域の役に立つことができたら、という強い想いを 

もっておられる方でした。美加さん、ありがとうございました！ 

 今月は都路町商業施設内「結」のスタッフ、 

根本美加さんにお話を伺いました。 

都路町商業施設内 

「結」職員 
 

    ねもと みか 

  根本美加 さん 

「都路を出たことはありません。 
震災前のような楽しく仲の良い町にしたい」 

まるわかり！応援隊 

 前号より連載を開始した、応援隊の活動を紹介する「まるわか

り！応援隊」ですが、今回は「大震災から10年の中越に学ぶ！」で

す。 

 10月23日から25日にかけて、中越大震災から10年が経った新

潟県の長岡市へ行ってきました。23日は追悼式に参加した後、被災

した地域や震災で学んだ教訓や人々の絆を未来に伝えるための施設

などを視察し、「復興」を肌で感じることができました。24日と

25日は研究者や支援団体関係者などによる学会（日本災害復興学

会・日本災害情報学会の合同大会）に出席し、阪神淡路・中越・東

日本大震災の復興に関する様々な成果発表や活動報告を聞きました。 

 中越では震災前から地域が抱えていた、高齢・過疎化などの問題

が震災をきっかけに加速してしまいましたが、住民が主体的に何回

も話し合いを重ねて、ボランティアや支援者などと協力しながら地

域づくりに取り組んだことが強く印象に残りました。 

 

「大震災から10年の中越」に学ぶ！ 



※ご意見ご感想をお寄せください 

10月22日、道之内集会所で「都路ふれあい

サロン」と「あすなろ会」、それに神奈川県

茅ケ崎市から「来恩寺」の方々が集まり合同

サロンを開催しました。 

輪投げやパン食い

競争、ビンゴゲー

ムを皆さんで楽し

み、お昼はふるさ

と都路の味を堪能

しました。 

  

船引第二運動場 

応急仮設住宅芋煮会に参加しました！ 

前回、迷い犬の里親を

紙面で募集しておりま

したが、無事里親の方

が見つかりました。

「マリオ」と名付けら

れ可愛がられています。 

ご協力して頂いた 

皆さん！ 

  
 ありがとうワン！ 

大亀神社例大祭が開催されました！！ 

 

11/18(火) 都路ふれあいサロン 
 時間：午後1時30分～3時 

   場所：道之内集会所  内容：転倒予防体操 

 参加予定：10人程度       講話 

 主催者：村上守さん 

 連絡先：村上守さん 090-9638-9385 

     阿部光子さん 080-1824-5180 

 
 

        11/28(金) あすなろ会 
時間：午前9時30分～11時 

場所：都路保健センター  内容：健康体操 

参加予定：10人程度          レクリエーショ

ン 

主催者：坪井君子さん 

連絡先：塩野谷静子さん 0247-75-3373 

 

 11月2日、古道地区にある大亀神社にて「大亀神社例大祭」が開催

されました。この例大祭は震災後初、4年ぶりの完全復活となり、本番

前から若連の皆さんの意気込みが伝わってきました。 

 当日は若連の皆さんによる「獅子渡御(ししとぎょ)」と、子どもたち

による「子どもみこし」が行われ、獅子渡御では天狗面の猿田彦(さる

たひこ)を先頭に家々を回り、安全を祈念して獅子が全力で舞い、

ひょっとことおかめも笑いを取りながらそれに続きます。また、子ども

みこしでは子どもたちが元気いっぱいの笑顔で町をねり歩きました。 

 最初から最後まで、参加した皆さん全員が楽しんで例大祭に臨む姿が

印象的でした。そして今回の完全復活がこれからの都路に更なる元気を

運んでくれるきっかけとなる例大祭となりました。 

10月18日、船引第2運動場応急仮設住宅で芋

煮会が開催されました。昨年は雨の中での芋煮

会でしたが、今回は天候にも恵まれ住民の皆さ

んが終始笑顔で舌鼓を打ち、楽しんでいたのが

印象的でした。 

今回は大ビンゴ大会に 

加え、演歌歌手の歌謡 

ショーも行われ、最後 

まで笑顔が絶えない芋 

煮会となりました。 


